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活動資料 クラフト                      

                                                           
                     

１．活動概要  

    乾燥した板材をのこぎりで切って形を取り、ガスバーナーで焼いて、ワイヤーブラシ（たわし）と布切れで磨きま
す。木の性質を感じたり、木目により偶然できる模様の面白さを感じたりすることができます。 
ねらい：個性豊かに表現する活動を通して、創意工夫することの面白さや、表現することの面白さを味わう。 

 
２．活動場所  体育館ピロティ、サービスセンターピロティ、本館ピロティ 
 
３．所要時間  ２時間３０分～３時間程度  ５０人まで 

 
４．準 備   《自然の家》 板材 ・ ひも ・ のこぎり ・ 金具「ヒートン」 ・ 絵の具 ・ 筆   

ワイヤーブラシ（たわし） ・ 錐 ・ 布切れ ・ ガスバーナー ・ マッチ 
 
 《 各 自 》 軍手 

 

５．費 用  １５０円（板材、絵の具、ガスバーナー、ヒートン金具、ひも） 

 

６．活動内容  

①板を選び、鉛筆などで形を描き、のこぎりで形を切り抜きます。 
切らずに板の形をそのまま生かしてもいいです。 
 

②表になる面をガスバーナーで焼き、 
木目に沿ってワイヤーブラシで軽く炭を落とします。 

 
③表になる面を布で拭き取り、必要に応じて絵柄をつけ 

ヒートンとひもをつけて完成です。 
 

④使った道具の後始末をしっかりします。 
※バーナーは、しっかり栓を止めます。 

 
 
 
７．実施上の留意点 

・形を切り抜く際は、板を有効に使うようにします。 
・ガスバーナーを使う際には、火傷に注意します。 
・絵柄をつける場合は、できるだけ木目を生かします。 
・作業後は用具の点検をし、元の状態にして返納します。 

 
 

焼 き 板 
 山形市少年自然の家 

職員による指導 可 


